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広報紙をかたる
１０ ０号 を数 え た「 くに み」

広
報
「
く
に
み
」
は
昭
和
四
十
八
年
六
月

の
創
刊
号
か
ら
数
え
今
月
で
ち
ょ
う
ど
百
号

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
八
年
有
余
の
間
、
町

も
大
き
く
変
り
、
広
報
紙
も
こ
の
町
の
歩
み

を
各
号
の
中
に
つ
づ
り
続
け
親
し
み
の
あ
る

も
の
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
充
実
し
た
広
報
紙
を
お
届
け

す
る
た
め
、
去
る
十
月
七
日
、
六
名
の
方
に

広
報
紙
に
対

す
る
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
み

ま
し
た
。

座

談
会

風

景

野田　 善 実 さん（塚野目）

読み手の身になって

９ 弘:4広報紙が配ら れると表紙から最

険までよく讀みます。編集のうまい，

へた:まと｛,かく町のうご きを1云えてく

れるのが広報紙 Ｆくにみ｝だから丹念

に,浹むのです。広報祇:1覦まれないと

いわねますが。毎月楽しみにしている

払のような老人もいるので跂みての身:

こなってしっかりしたものを出して欲

しい｡

Ｏ「戸籍の窓口」欄の人の動きや長寿

古などはよく統 計表にして地区の集会

墹に貼･J出しておくなど広報祇を利用

して寥ぱれてもいます。

０町の文化財にも爽昧 があるので現在

シリーズで鍋載されている「国見の城

と舘」は楽しみです。ただ，もう少し

しろうと向11に記述してもら｡いたい。

亀岡　ツヤさん(川　内）

身 近 な 話 題 を

Ｔ 各家庭の乍話の巾で生力･されている

知恵や-E大など紹介する:･j－ナーがあ

ると婦ﾉ､の| ･l をひくと思いま1-。?|エi､

、?i資源な､ﾋば掛li声だ日でなく実

際の体験を記･11にすれぱど人どん効県

があがるでし､しう｡ このように町民の

身近な話題をとt)人れて欲いいもので'|･

ね｡ そして町民が気軽に老兇が述ぺ

られる体制づく｢｣が望ましいと思いま･

↑｡

Ｃ 今はどんな雑誌でも色彩があふれて

います。広報紙も午に 】・２回は表緬

だ日でもカラー印刷する時代ではない

でしょうか。

〇新生活運動も最近では中味 が伴わな

いようです。徹底している町もあるの

で広報紙で并及させたいものです。

鈴木　俊博さん(藤田)

問いかけの広報に
Ｏ広報の内容がむずかしいという声が

ある 一方。砧果報;りのような内容が多

い訊もしま-1气 たとえば。ド水道処理

場建設問題などはぜひ取りあ!-1･るべき

題材ではないでし↓うか｡ このような

問題こそ。まず町瓜に問い力･||をして

もらいたいですね。このような特別な

問題だ11でなくll哨から町政を広く話

しあう場が町側|二持って欲しい。

○町民憲 欷が制定され。最近は各家庭

に憲章版が配られましたが、単なるお

知らせでなく、憲章の趣旨をわが家で

はこう実現しているなど具体例を載せ

ればその輪t,広がるのではないですか･

○子どもからお年寄りまで各世代に蹐

まねる広報紙づくりを工夫していただ

きたい。



武田　勲さん(藤 田)

個 性 を だ し て
○広報紙は前の公民館報時代のときか

ら愛読、保存してい ます。最近は写真

が多くなってい ますが、グラフ雑誌と

は遠 うので記事をｔ 体につくるべきだ

ろうと思います。町にはこのｒくにみ。

の外 广議会だよりＪ 「農協だより」が

あり性格が違うものですが。家に配ら

れるどき「似たようなものがまたも」

といった感じがあるので個性を出して

もらいたいと思います。

○シリーズものでは、「あの人この人」

はいいものなので、足で取材しどしど

し人物を登場させて欲しい。

○町民が数多く登場し身近な広報紙に

なれば数年先には町の、あるいは町民

の歴史となるものです。最近発刊され

た公民館報縮刷版はそのいい例です。

佐藤美恵子さん（山 崎）

読者の参加できる場を

０４月号から題字と表紙写真が変りま

したが、印象が弧くなって若い人には

予に取りやすくなったように思います、

どうしても活事より映像に償らされて

いる若い世代にとって、碓誌の表紙は

第一に目立つという事が大切です。そ

の意味では今回の表紙のイメチェンは

よ かったんじゃないかなと思います。

○記事については。老人向けという先

人観があるのか、閘いてみる飢が起り

ません。広報くにみは全世帯に行き渡

るのだから、もう少し若向 きの紀事や

写真を増やしたり読者にも参加できる

禄な場やそれなりのチ ャンスを与えれ

ば年齢層も広がり読者数も増えると思

います。これからも楽しみに拝読させ

て頂き虎すのでがんぱって下さい。期

待しています。

阿 部　恒 夫 さん（大木戸）

多くの人に登場を
○できるだけ多くの人を、地区的にバ

ランスよく取り上げ企画をすれば読者

には典味がわき親しみやすいものにな

ると思います。新聞社の駐 在員をして

いた頃はくまなく地区の話題を拾って

記事にしました。その結果はよく絖ま

れるということにつながったと思いま

す。

○広報「くにみ」の前身、公民館報時

炸の編集委員当時と比“ ると写真の占

める比重は大きく。へたな文章を統む

よりいいたいことがｰ･目でわかります。

写真にも十分気を配っていただきたい、

０どんな紀事が読まれ、またどんな内

容を望んでいるのか一度アンケートを

とりよく実態をつかむことも必要では

ないでしょうか。町内の主な事業所の

紹介 などはぜひやってもらいたい。

あ
な
た
の
声
を

ど
　

う
　

ぞ

助
役
秦
　
　
三

郎

広
報
紙
百
号
を
記
念
し
て
、
日
頃
読

ま
れ
て
い
る
感
想
や
、
ご
意
見
、
ご
希

望
な
ど
お
聞
か
せ
い
た
だ
こ
う
と
座
談

会
に
お
集
り
頤
っ
た
と
こ
ろ
、
活
発
な

発
言
と
ご
意
見
が
あ
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
は
町
民
の
方
か
ら
あ
ま
り
意

兄
が
な
い
の
で
実
は
本
日
の
会
合
で
も

あ
ま
り
期
博
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
熱
心
な
ご
妥
望
で
驚
い
た
く
ら
い

で
す
。

日
常
も
っ
と
町
民
の
方
の
意
見
を
閃

く
隴
会
を
持
た
な
け
れ
ぱ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
本
来
期
待
さ
れ

る
べ
き
広
報
祇
が
実
豚
に
期
待
さ
れ
る

よ
う
紙
面
づ
く
り
に
も
っ
と
力
を
い
れ

な
け
れ
ぱ
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
に
胱
ま
れ
、
賢
さ

れ
る
広
報
祇
こ
そ
が
町
政
と
町
民
と
を

つ
な
ぐ
太
い
パ
イ
プ
だ
と
考
え
、
今
後

拉
当
者
と
も
ど
も
努
力
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。本

日
の
よ
う

な
町
民
の
皆
様
の
意
見

を
聞
く
機
会
も
多
く
設
け
ま
す
の
で
町

政
に
対
す
る
町
民
の
声
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
広
報
広
聴
係
か
ら

座
談
会

に
お
集
り

い
た
だ
い
た
方
々

は
特
に
○
○
代
表
と
い
っ
た
方
で
は
な

い
。
広
報
紙
を
通
じ
て
知
っ
た
方
の
中

で
比

較
的
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て

い
る
だ

ろ
う
と
こ
ち
ら
の
勝
手
な
推
測
で
時
間

を
さ
い
て

い
た
だ
い
た
方

々
で
あ
る
。

幕
を
開
け
れ
ば
い
ず
れ
も
愛
読
者
で

あ
っ
た
。
編
集
の
あ
り
方
か
ら
具
体
的

な
紀
亊
の
細
部

ま
で

い
ろ
ん
な
ご
指
摘
、

ご
脣
望
を
い
た
だ
い
た
。

い
き
さ
か
自

信
を
な
く
す
よ
う
な
点
も
あ
っ
た
が
、

熱
心
に
読
ん
で

く
だ
さ
る
方
が
い
る
こ

と
は
大
き
な
励
み
で
あ
る
。
皆
様
の
貴

重
な
ご
意
見
は
今
後
十
分
参
考
に
し
た

‐‐
脳

と
思
っ
で

い
る
。

衂
叭
釧
７
斯
面
の
都
合
上
内
容
を
一
部

割
愛
し
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

◆
日
頃
考
え
て
い
る
こ

と
や
。
生
活
の

ア
イ
デ
ア
、
あ
る
い
は
町
へ
の
質
問
、

ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

◆
役
場
会
針
室

前
に
広
報
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。
欲
し

い
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
町
外
の
方
へ

広
穣
紙
を
送
り
た
い
方

に
は
差
し
上

げ
ま
す
。



20億円台の町家

計簿

一 般
会計

昭和55年度決算の概要

小　坂　小　改　築

ど
の
よ
う
な
お
金
が
ど
れ
く
ら
い
入
り
、

そ
し
て
そ
れ
が
何
に
ど
れ
ほ
ど
使
わ
れ
た
か

町
の
台
所
を
知
る
財
政
決
算
が
九
月
定
例
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
一
般
会
計
で
は
歳
入
が
約

二
十
二
億
円
、
歳
出
が
約
二
十
一
億
円
で
そ

れ
ぞ
れ
前
年
度
比
で
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
伸
び
、

初
め
て
二
十
億
円
台
の
決
算
額
と
な
り
ま
し

た
。
実
質
収
支
は
五
千
五
百
万
円
で
す
。

一
般
会
計
を
中
心
に
町
の
家
計
等
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳　　入 藤　田　小　改　築

歳

入

の 十 料 賦　 地 膊 っ を 他 ど
構 四　 ｀ 課 一 方 田 で 占 に の 地
成 ％ 財 徴 方 交 小 い め 依 国 方
比 以 麈 収　 ｀ 付 改 ま 前 存 県 交
に 下 収 す 町 税 築 す 年 す 支 付
と で 入 る 自 が の　 ゜度 る 出 税
ど こ な 町 体 大 た そ と 財 金 や
ま れ ど 椶 が 幅 め の ほ 潭　 ｀ 負
っ も の　 ｀ 収 に　 ｀ 中 ぽ は そ 担
で 前 自 涜 入 仲 国 で 同 七 れ 金

い 年 主 用 額 び 庫 は じ ＋ に　 ｀
ま 度 財 料 を て 支 小 比 六 町 補
す と 源　 ｀ 兄 い 出 坂 宰 ％ 債 助
゜同 は 手 積 ま 金 小 と 以 な 金

様 こ 数 り す と　 ｀ な 上 ど な

ま 上 お　 っ 割 入 ○

わ
の り ま て に が ・ 財

り 伸 で た い 満 最 こ 政
好 ぴ す　｀ ま た 小 四 力
ま で が 町 せ な 隕 四 を
し 歳　｀ 脱 ん い 必 と あ
い 人 前 の ゜数 要 通 ら
状 総 年 内　 鑪 な 常 わ
態 額 度 訳　 は 行 徹 す
に の 比 は　 こ 政 収 財
あ 伸 で 次　 こ 需 し 政
り び 十 の　 十　 う 力
ま 率 七 図　 年

蟲
る 指

す を ％ の　 間 の 税 数
゜上 以 と　 変 三 収 も

町民一人あたり入ったお金
18  広 28S円

地方交 付 税　　83､961 円

町　　 税　　28  ､ 897円

町　　　 債　　23  , 378円

国庫 支出 金　　,  297円

主

な

内

訳

●
町
　

税

た
ば
こ
消
費
税
は

暮
ら
し
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

町　 民　 税

固 定 資産 税

たばこ消費税

電　 気　 税

そ　 の　 他

● た ば こ は町 内 で 買 い ま し ょ う 。 20本で約30円、年間3  , 428万円の収入です。

(55 年度)



歳

出

目 を る に う ま 策 な　 に 合 果 に 江
ご 負 な よ り し と 被 昨 な は　｀ 最 野 小
と 担 ど る な た し 窖 年 い 三 教 重 小 坂
の し 価 価 ど ゜て を 度 搆 十 青 点 プ 小
概 て 格 格　 ま 町 農 は 成 六 費 が ｌ と
要 い 補 創

裏
た で 家 冷 比 ％ の お ル 蕕

の ま 償 れ 物　｀ は に 害 と と 歳 か 建 田
欄 す の の 価 り 各 与　｀ な 一 出 れ 設 小
を　゜二 だ 格 ん 租 え 営 っ 賢 総 ま と の
ご そ 十 め 補 ご の　｀ 害 で 目 頽 し 教 改
覧 の 五 迫 債　｀ 補 こ の い と に た 胄 築
下 他 ％ 加 に 桃 助 の た ま し 占　゜環 工
さ は 相 補 は　 ゛を 救 め す て め こ 境 事
い 各 当 正 冷 き 行 農 大 ゜最 る の 螫　 ゛
゜費 額 す 害 ゆ い 対 き　 近 割 結 備 森

▲完成した小坂小

Ａ靡田小改築工事（二 か年継続）

▲渇水対策山根溜池用地

歳　　出

町民一人あたり使ったお金
175 , 804円

投 資的 経 費　　68,329 円

人　件　 費　　4  匚 引 9円

補 助 費 等　26  ､ 878円

物　 件　 費　　12,171 円

公　 憤　 費　　11,810 円

主
な
内
訳

農 林 水 産 費

Ｏ冷害対ｌ 水稲種子確保対策事業袖助金……304 万円

Ｏ冷害対ｌ 病害虫防除用農薬購人事業補助金

………………304 万円

○冷杵対策果樹樹勢ll】復対策事業補助金……180 万円

〇冷害対策ライスセンター組合冷害対策事業補助金

………………198 万円

Ｏ言害対策農業施設等災害対策事業補助金･-･145万円

○地域農業生産総合振興事業補助金…………755 万円

○水田再鉛対策関連経費……………………2 万円

○青果物価格補倹協会出資金…………………847 万円

○伊達西部土地改良区負担金………………1  . 8万円

Ｏ伊達地区広域裏道整備事業負担金………1  .314万円

Ｏ土地改良事業長期債償還金補助金･………1  .84万円

Ｏ鳥取林道開発事業…………………………2.  ? 万円

教育費

○小坂小改築関係賢……………………２億5.48 】万円

○藤田小改築関係費……………………2  億 4.4 万円

○森江野小プール建設関係費………………2  .726万円

○史跡阿津賀志山防塁用地買上費等…………556 万円

Ｏ三町学校給食センター協議会負担金 …･･3.  8 万円

○大技小学校負担金 ……………………………587 万円
〔次の貫に続きます〕



総務費
○庁舎落成及び町民憲章、花木為制定経費…370 万円

○貝田簡易水道水源工事及ぴ山根溜池用地買上関連費

……………4. 万円

○選挙費（知事、参議院、衆議院、町長）…490 万円

○国勢澗査費……………………………………243 万円

民生費
○老人医療費…………………………………6.  3万円

○重度心身障害者医療給付……………………556 万円

○老人家庭奉仕Ｑ………………………………141 万円

○民生委員調査委託科………-…………………127 万円

○季節保育所開設経費…………………………961 万円

○乳児医療費国保会計繰出金…………………132 万円

○児童手当交付金 ……………………………2.  8 万円

○精薄者収容更生施設（大萱荘）寄付金ヽ …･･188 万円

○宮城県沖地震災害資金利子補給……………229 万円

○養護老人ホーム負担金ヽ ………………………258 万円

○敬老祝金｛80歳以上｝………………………118 万円

消防費

○伊達地方消防組合負担金･…………………5.3 万円

Ｏ消防ポンプ白勦申……………………………615 万円

Ｏ防火水そう設置補助金（泉田下．小坂）…112 万円

○消防補償費等組合分担金 ……………………370 万円

商工費

Ｏ中小企業振典対策預託金……………………800 万円

○商工会振興費補助金 …………………………400 万円

Ｏ街路灯新設工事補助金………………………200 万円

労 働 費

○労倒書金触対策康託金………………………440 万円

土 木 費

○上ノ山駒燭繚道賭改良……………………1. 万円

○滝川原田二繚道路改良………………………908 万円

○東前谷地入線道路改良………………………760 万円

Ｏ藤田鶉町線道路改良…………………………724 万円

Ｏ堤前小又線道路改良…………………………653 万円

○町裏水路道路改良……………………………579 万円

○川北平林繃……………………………………534 万円

○小坂北町襄線…………………………………479 万円

○団扇北小屋線道路改良………………………404 万円

Ｏ川北平林線遍路舗芸…………………………915 万円

○泉田板橋線道路舗装…………………………580 万円

○川内元寺西線道路舗装………………………497 万円

○堰下宿ノ浤搶道路舗装……-･……………---･･ 4 訂万円

○竜謾院川改修工事……………………………655 万円

○町道補修資材…………………………………363 万円

○三町土木機械運営協鵬会負担金 ……………215 万円

衛 生 費

○公立藤田病院組合負担金 …………………8. 万円

○伊連地方衛生処理組合負担金……………4.  8 万円

○三町火郡場協議会負担金 ……………………212 万円

0 一 般 廳裏物処集運搬委託科,-･…,……………600 万円

○成人病検診委託吽 ……………………………206 万円

○循環器検診委託籵 ……………………………253 万円

○結核検診委託科･………………………………136 万円

水道事業決算額

収 益 的

収　 支

収

入

営 業 収 益 9.711万円

営 業外 収 益 193万円

特 別 利 益 23万円

計 9.927万円

支

出

営 業 費 用 れ 970万円

営 業外 費 用 774万円

叶 8.744万円

資 本 的

収　 支

収

入

工 事負 担 金 1万円

企　 業　 憤 1億　890 万円

出　 資　 金 500万円

計 1億 れ 3 引万円

支

出

建 般改 良 費 1億2 万円

企業債倹還金 278万円

叶 1億3.012 万円

※資本的収支の差引△ 乢 621万円は、建般改良

禎立金887 万円。当年度分損益勘定留保資金

734万円で補てん。

特別会計決算額

会 計 名 � 歳　　 入 � 歳　　 出 � 差　引

国民健康保険 �4億7.730 万円 �4億5 万円 �2.  5万円

貝田簡易水道 �7  靆 58万円 �6.990 万円 �168 万円

青　　　 英 �249 万円 �194 万円 �55 万円

入山 財 産 区 �107 万円 �-'84 万円 �23 万円

大木戸財産区 �19 万円 �9 万円 �10 万円

藤田 財 産区 � ’72万円 �33 万円 �’-39万円



新
教
育
委
員
に

村
上
太
一
さ
ん

教
育
委
員
長
は

吉
田
吉
郎
さ
ん

委員長（ 再任）
吉田 吉 郎さん

新任委員
村上太一さん

教
育
委
員
の
斎
藤
庸
吉
さ
ん
の
退
任

に
よ
っ
て
、
斬
ら
し
く
村
上
太
一
さ
ん

（
徳
江
字
二

階
閥
々
八

）
が
九
日
定
例

町
垠
会
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
吉
田

吉
郎
さ
ん
（
石
毋
田
字

台
二
七
）
も
再
任
（
二

期
目

）
さ
れ
十

月
一
日
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
定
例

会
に
お
い
て
引

続
い
て
委
員
長
に
再

選

さ
れ
ま
し
た
。

｢小さな画家。の毟を主宰する

石 原 晃 雲 さ ん
(本名 は一二 さん)

落
ち
つ

い
た
古
い
屋

並
み
、
と

い
っ

て
も
宮
城
県
沖
地
震
の
あ
と
は
、
見
違

え

る
よ
う

に
な
っ
た
庫
田

の
町
。
役
場

か
ら
駅
へ
向
っ
で
十
分
位

の
と
こ
ろ

に
、

し
ょ
う
し

や
な
構
え
の
「
小
さ
な
画
家

の
案
」
が
あ

る
。
画
伯
の
石
原
篦
雲
さ

ん
は
、
属
託
の
な

い
笑
顧

で
、
私
た
ち

を
迎

え
て
く
れ
た
。

「
私
は
絵
を
始
め
て
三
十
六
年
に
な
り

ま
す
。
仕
事
は
美
術
教
育
家
で
絵
の
研

究
と
教
育
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ご
ろ

は
本
暇
の
絵
描
き
よ
り
も
、
教
え
る
方

が
主
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
」
と
教
科

書

に
な
い
人
聞
形
成
を
主
眼
に
絵
を
教
え

て

い
る
。
こ
の
「
小

さ
な
画
家
の
家
」

は
福
鳥
市
に
三
教
室
、
藤
田
を
含
め
て

四
教
室
が
あ
り
、
忙
し
い
毎
日
で
あ
る

が
。
無
心
に
目
を
あ
け
対
象
を
兄
る
少

年
少
女
た
ち
の
、
真
摯
な
姿
に
感
助
し
、

昭
和
三
十
二
年
、
藤
田
に
越
し
て
か
ら
。

腕
白
坊
主
の
教
育
を
始
め
た
の
が
出
発
点

で
あ
っ
た
。

そ
の
外
。
国
兄
・
福
鳥
・
梁
川

’
桑

折
・
伊
達
各
公
民
館
の
水
墨
画
教
室
の

講
師
を
つ
と
め
、
同
教
窯
の
修
了
生
で

結
成
し
て
い
る
日
本
画
覃
光
会
（
会
員

六
七
名
）
を
ｔ
宰
し
て
い
る
。

絵
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
、
創
遣
力

を
簀
い
、
自
由
な
発
想
を
カ
ン
バ
ス
に

打
ち
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
創
造
力
の

豊
か
な
子
供
達
を
肓

て
あ
げ
、
2
1世
紀
の

岬
く
未
来
に
、
子
供

た
ち
が
世
界
を
舞
台

に
活
や
く
す
る
時
代

を
期
待
し
な
が
ら
確

か
な
美
的
感
覚
と
創

造
力
を
養
う
こ
と
を

目
標
に
。
幼
児
・
児

童
絵
鹵
を
教
え
て
い

る
。ま

た
、
小
冊
子
で

は
あ
る
が
｛
児
童

美
術

｝
「
子
供
の
ア

ト
リ
エ
」
な
ど
の
機
関
祇
を
発
刊
し
て

い
る
．
若
い
頃
文

学
を
志

し
．
「
異
国
の

の
丘
」
の
作
爵
で
有
名

な
増
田
さ
ん
、

藤
田
駐
在
所
の
八

鳥
さ
ん

と
、
あ
つ
か

し
同
人
会
を
作
り
月
刊

「
あ

つ
か
し
」

を
発
刊
し
た
が
、
八

鳥
さ
ん

の
転
勤

に

よ
っ
て
、
措
し
く
も
第
三

号
で
廃
刊
と

な
っ
た
．
し
か
し
そ
の
軽
妙

な
筆
の

夕

ッ
チ
は
そ
の
ま
ま
小
冊
子

に
生
か
さ
れ

て

お
り
．
見
る
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
、

夢
幻
の
世
界
へ
と
い
ざ
な
っ
て
く
れ
る
．

「
私
の
絵
画
教
室
は
、
知
的
教
科

で
な

く
、
自
由
に
の
び
の
び
と
、
遊
ぴ
の
な

か
に
お
い
て
、
下

手
に
、
し
か
も
ｒ

寧

に
書
く
こ
と
を
主
眼
に
し
て
教
え

て
い

ま
す

」
と

い
い
な
が
ら
、
兄

せ
て

い
た

だ
い
た
千
円
札
の
伊
簾
博
文
公

の
肖
像

画
は
、
下
り
藤
の
紋
服
姿
も
あ
ざ
や
か

に
、
繊
細
を
極
め
、
一
本
の
毛

も
お
ろ

そ
か
に
し
な

い
筆
の
さ
え
、
写
真
で
は

ど
う
し
て
も
味
わ
え
な
い
感
じ
を
だ
し

て
い
る
。
一
見
自
由
奔
放
と
も
い
夕

る

教
冑
理
念
と
は
う
ら
は
ら

に
、
そ
の
人

柄
の
一
端
を
、
如
実
に
現
し
て

い
る
作

品
で
あ
る
。

「
私
ｙ

絵
を
描
く
、
何
を
描
く
の
か
、

自
然
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿

か
。
私
の
感

じ
る
自
然
の
投
彫
か
、
い
つ
の
日

に
こ

の
自
然
の
力
強
い
た
し
か
な
息
吹
き
と

感
助
と
を
、
表
現
で
き
る
か
と
思
う
と

私
の
画
筆
は
動
か
な

い
。
私
は
私
を
生

か
す
た
め

に
、
最
後
に
は
色
も
形
も
な

い
独
白
の
絵
を
描
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
私
は
色
の
あ
る
、
形

の
た
し
か

な
も
の
を
追
及
し
て
、
一
歩

、
一
歩
、

生
命
の
充
実
と
感
動
と
を
薗
に
表
現
し

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す

」
。

近
口
‥
一
般
公
開
さ
れ
る
文
化
財
伊
達

郡
役
所

に
、
特

に
脾
わ
れ
て
旺
玄
会
出

品
作
品
を
寄
贈
し
た
。
そ
の
外

に
国
見

町
公
民
館
・
県
北
中
・
藤
田

小
と
そ

れ

ぞ
れ
秘
蔵
の
傑
作
を
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
今
製
作
中
の
百
号
の
大
作
、

女

人
曼
陀
羅

の
桧
を
み
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
冴

え
た
筆
致
は
、
一
種
の
せ
ん
り

つ
に
似
た
感
助
を
覚
え
さ
せ
、
絵

の
知

ら
な
い
者
に
と
っ
て
も
、
そ
の
優
美
な

彩
色
の
妙
は
、
兒
る
人
を
あ
き
さ
せ
な

い
。客

間
の
テ
ー
ブ
ル
の
小
皿
の
上

に
は

。

河
げ
な
く
そ
っ

と
活
け
ら
れ
た
。
さ
つ

ま
芋
の
輪
切
に
萌
え
出
し
た
若
芽
が
、

ひ
弱
な
感
じ
に
色
を
そ
え
て
、
住
む
人

の
奥
ゆ
か
し
さ
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。

藤
田
字
堤
下
二
七

五

十
二

歳
。

あ
の
人
こ
の
人



国見の城 と館 ⑥
題字は秦助役

内
谷
鰈
は
内
谷
字
舘

・
館
脇

・
西
に

持
哺
颪
し
、
八
木
沢
川
を
は
さ
ん
で
西

側

の
舘
は

。
東
西

一
一
〇
ｍ

・
南
北
一
四

〇
ｍ
の
平
地
舘
で
、
丙

側
の
土
塁
の

。

部

が
残
さ
れ
て

い
る
。
東
側

の
館
は
宮

城
県
境

か
ら
南
に
の
び

る
山
地
の
突
端

郎

に
あ

っ
て
。
標
高
一
六
八
ｍ

・
平
地

と
の
比
高

が
四
四
ｍ
に
達
す
る
、
愛
宕

Ｉ

山
を
本
耶

と
し
山
麗
部
に
水
濠
を
め
ぐ

ら
す
根
子
徴
？
ｙ
檮

い
た
。
中

世
の
典
形

的
な
山
城
で
あ

る
。

内

谷
舘
は
内
谷
氏
の
居
館

と
考
え
ら

れ
る
。
内

谷
氏
の
初
見
は
南
北
朝
時
代

の
文
和
元
年
（

匸
二
五
一
こ

に
伊
達
内

谷
民
部
大
補
は
足
利
尊
氏
の
代
言
。
奥

州
管
領
吉
良
貞
家
の
命
を
奉
じ
、
｀
にｔ

郡
（
宮
城
県
）
の
中
新
田
郷
な
ど
を
占

居
す
る
押
領
人
を
排
除
し
て
、
今
河
入

道
の
代
官
に
引
渡

す
遵
行
使
を
つ
と
め

て

い
る
。
民
郎
大
補

は
伊
遠
の
内

谷
と

称
す
る
こ
と
か
ら
、
伊
達
氏
の
庶
流

と

思
わ
れ
、
同

じ
庶
流
の
桑
折
氏
と
と
も

に
、
南

朝
方
で
あ

る
嫡
流
の
伊
建
行
明

か
ら
離

れ
て
、
北
朝
方
と
し
て
活
踊
し

て
い
る
。

降
っ
て
天
文
四
年
（
一
五
三
五

ご
二

月
、
内
谷
太
郎
右
工
門
は
伊
達
稙
宗
が

領
国

に
課
し
た
。
長
井

・
壥
代
（
現
米
沢
・

長
井
市
周
辺
の
地
域

）
の
棟

役
銭
を
、

飯
塚
土
佐
・
屋
代
高
助
と
と
も
に
徴
集

を
奉
行
し
て

い
る
。

伊
達
氏
の
内
紛
天
文
の
乱
で
は
、
内

谷
氏
の
太
郎
右

工
鬥
・
祖
父
・
彦
四

郎

の
各
家
は
伊
達
祖
木
に
つ
い
て
、
乱
後

睛
宗
か
ら
所
領
を
没
収

さ
れ
て
失
却
し

で
い
る
。
こ
れ
ら
一
族
間
の
嫡
・
庶
流

の
関
係
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
こ
の
う

ち
内
谷
郷
（
現
在
の
鳥
取
を
含
む
）
に

所
碩

が
確
め
ら
れ
る
の
は
、
内
谷
彦
四

郎
で
天
文
期

に
お
け
る
内
谷
館
主
の
可

能
性
が
強
い
。

伊
達
氏

の
仙
台
移
封
後
の
内

谷
氏
は

。

「
伊
達
世
臣
家
旛
」
に
あ
ら
わ
れ
ず
、

天

文
の
乱
後
没
落
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

隣
接
し
て
所
在
す
る
東
・
西
二
つ
の

舘
を
時
代
的
な
関
係
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

鎌
倉
時
代
伊
達
氏
か
ら
分
封

さ
れ
た
内

谷
氏
は
、
最
初
西

側
の
平
地
舘

に
住
し

た
が
、
南
北
朝
の
助
乱
期
を
む
か
え
防

備
が
手
う
す
な
た
め
、
北
東
側
の
急
峻

な
山
地
に
山
城
を
築
い
て
移
り
、
頂
上

の
平
場
に
は
二
重
の
土
塁
と
空
堀
を
め

ぐ
ら
し
て
詰
め
の
城

と
し
、
南
側
山
奠

部
の
很
子
壓
を
驚
の
住

い
に
あ
て
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

舘
跡
は
現

在
山
頂
部
分
・
本
郭
遺
構

の
保
存
は
良
好
で
、
愛
宕
神
社
の
境
内

地
と
な
っ
て
い
る
。
山
麓
部
に
は
春
日

神
社
・
自
在
院
を
は
じ
め
、
人
家
が
立

ち
並
び
舘
跡
の
景
観
が
鎖
な
わ
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
東
部
の
曹
野
春
三

氏
宅
脇

の
溜
池
や
水
田

に
。
館
堀
遺
構
が
よ
く

残
さ
れ
て

い
る
。
　

。

参
考
文
献

前
回
ま
で
使
用
し
た
文
献
。

広
報
く
に
み
第
十
六
号
所
収
「
内
谷
氏
と

そ
の
館
跡
」
渡
部
正
俊
。

菊

池

利

雄

内谷舘要図

作成資料

内谷村地籍図2.  繝

分の１地形図

(国見町役場所蔵)

陰坂善七氏の案内に

よる現地踏査。

心配ごと相談日
場 所： 役場二 階 相談室(東舞入口からお入り下さい)

時 間： ９時～12 時

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽にご相談下さい。秘密は絶対に守ります。

（相談員）

10月 日 (土）佐野市郎，朝内　ひで

Ｕ月５日（＊ ）佐藤 勝，村上ハッヨ11

月14日（土）吉川弥吉，佐久間いち

10月　神無月（かんなづき）

17日（土）貯蓄の日

18日（日）統計の日

20日（火）土用・新聞週間始まる23

日（金）降霜・竃信電話配念E127

日（火）読書週間始まる

11月　霜月（しもつき）

１日（ 日）町文 化祭綜 合展覧 会
（３日 まで）

３日 （火 ）文化 の日・

日本国 憲 法公 布

８日 （日）文 化祭 芸能発 表会ll

 日 ( 水 ）世 界平和 紀念 日

15 日（ 日）七 ・五 ・三

善
意
の
窓

町
福
祉
協
議
会
に

◆
匿
名
希
望
で
五

円
硬
貸
八
九
〇
枚

四
千
四
百
五
十
円

十
献
血
友
の
会

保

原

保

健

所

長

か

ら

感

謝

状

去
る
十
月
七
日

保
原

保
健
所
長
よ
り

国

見
町
献
血
友
の
会
会
員
の
朽
木
好
秋

さ
ん
（
大
字
藤
田
事
町
裏
七
ノ

ー
）
に

紂
し
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ

の
感
謝
状
は
、
献
血
友
の
会
結
成

以
来

。
献
血
推
進
に
禎
極
的
に
協
力

し
、

自

ら
は
献
血
回
数
二
十
一
回
を
數
へ

。

他
の
模
範
と
な
っ
た
た
め
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
個
人
で
は
は
じ
め
て
で
す
。

な
お
、
団

体
の
郎
で
は
清
水
製
作
所

が
感
謝
状
を
う
け
て
い
ま
す
。



町
民
検
証
板
に
寄
せ
て

『
町

民

憲

章

』つ
て

な

あ

に

が
！

九
月
の
上
旬
、
ま
だ
暑
さ
の
残
っ
て

い
る
夕
刻
で
し
た
。
役
場
前
の
町
民
憲

章
板
の
下
で
、
小
掌
枚
児
童
が
一
こ
人

。

Ａ
子

「
町
民
車
章
っ
て

い
う
の
は
、
町

の
め
あ
て
だ
よ
ね
。
」

Ｂ
子
「
そ
う
ね
。
ほ
ら
、
こ
の
ま
え
先

生
が
い
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
。

町
民
憲
章
っ
て
い
う
の
は
。
私
達
の
め

あ
て
。
め
あ
て
に
し
て
み
ん
な
で

努
力

し
て

い
く
こ
と
っ
て
。
」

Ｃ
子
「
あ
っ
、
そ
う
。
み
ん
な
で
努
力

す
る
こ
と
ね
。
」

そ
し
て
、
Ｃ
子
は

暫
時
沈
黙
、
Ｂ

子

も
何
か
考
え
て
い
る
様
子

。
Ａ
子
は
顏

を
あ
げ
憲
章
板
を
兇

て
い
る
。
間
も
な

く
Ａ
子
が
声
を
出

し
て
、
『
一
。
あ
た

た
か
く
。
た
す
け
あ
う
町
を

つ
く
り
ま

し
よ
う
。
』
と
読
み
は
じ
め
た

。
Ｂ
子
、

Ｃ
子
も
あ
と
に
続
い
て
「
や
さ
し
く
、

愛
情
を
も
っ
て
ま
じ
わ
り
ま
し
よ
う
。
」

戸
を
そ
ろ
え
て
ゆ
っ
く
り
晩
ん
で

い
た
。

ど
こ
ま
で
絖
み
つ
づ
け
た
か
、
私
は

交
通
信
号
機
が
青
色
に
な
っ
た
の
で
、

そ
の
あ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
一
人
の
女

児
の
運
助
着
の
胸
の
番
号
の
最
初
が
４

と
か

い
て
あ
っ
た
か
ら
、
多
分
四
年
生

だ
っ
た
と
思

う
。

私
は
町
民
憲
章
の
あ
る
こ
と
を
お
か

げ
で
思

い
出
し
、
帰
宅
し
て
探
し
て
み

た
。
み

つ
か
ら
な

い
。
そ
し
た
ら
、
妻

に
広
報
く
に
み
の
八
月
号
に
出
て
い
る

よ
と
教
え

ら
れ
た
。
こ
れ
は
み
つ
か
っ

た
が
、
四

ペ
ー
ジ
に
「
町
民
憲
章

の
具

現
化
を
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
全
文
で

は
な
か
っ
た
。

今
回

、
部
落
畏
さ
ん
を
通
し
、
立
派

な
憲
章
板
が
各
戸
に
配
布
に
な
っ

た
。

私
は
早
速
熟
銑
し
て
み

た
。
こ
の
文

章
を
頭
に
入
れ
る
の
は
と
っ
で
も
難
し

い
。
で
も
書
い
て
あ
る
こ
と
は
決
し
て

む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
平
素
私

違
が
や
っ
て
い
る
こ
と
、
当
然
や
ら
ね

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
っ
た
。

憲
章
の
文
は
忘
れ
て
も
仕
方
が
な
い

こ
の
憲
章
板
を
こ
こ
に
さ
げ
て
お
け
ば

よ
い
の
だ
。
そ
し
て
、
い
つ
も
み
ん
な

が
見
て
。
少
し
で
も
努
力
す
れ
ば
い
い

ん
だ
。
別
に
金
が
か
か
る
わ
け
で
も
な

い
し
・
…
…
…
…
。
私
は
家
族
が
み
ん

な
で
ご
飯
を
食
ぺ
る
茶
の
間
の
壁
の
と

こ
ろ
に
か
か
げ
た
。

今
晩
の
夕
食
時
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
い
よ
い
よ
妻
の
呼
び
か
け
で
家
族

が
食
卓
を
囲
ん
だ
。

小
学
校
六
年
生
の
子
は
、
も
う
見
つ

け
て
そ
の
前
に
座
っ
て
跚
ん
で
い
た
。

小
学
校
三
年
生
の
女
の
子
が
「
こ
れ

の
大
き
い
の
学
校
に
も
あ
る
よ
」
と
妻

に
指
を
さ
し
て
話
し
か
け
た
。

食
事
を
し
て
い
る
間
、
今
夕
は
何
か

と
こ
の
憲
章
の
話
が
出
て
、
食
事
後
も

三
卜
分
程
齲
が
続
い
た
。
ま
と
め
て

み
る
と
。
一
つ
は
小
学
校
三
年
生
の
子

に
は
読
め
な
い
漢
字
が
あ
る
の
で
ふ
り

が
な
を
つ
け
る
こ
と
。
二
つ
に
は
八
月

埒
広
報
く
に
み
に
も
記
し
て
あ
っ
た
よ

う
に
。
今
年
度
は
特
に
第
一
章
「
あ
た

た
か
く
、
た
す
け
あ
う
町
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。
」
と
、
第
四
章
の
「
力
を
あ

わ
せ
て
、
す
が
す

が
し

い
町
を
つ
く
り

ま
し
よ
う
。
」
が
、
努
力

す
る
こ
と
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。
三

つ
に
は
そ
れ
ぞ

れ
各
人

が
決
し
て
欲
ば
ら
ず
、
特
に
自

分
の
努
力
し
た
い
事
項
や
自
分

に
欠
け

て
い
る
こ
と
が
ら
を
自

分
な
り

に
わ
か

っ
て
努
力
す
る
こ
と
。
そ
し
て
最
後
に
、

我
が
家
で
は
今
ま
で
よ
り

も
「

オ
ア
シ

ス
運
助
」
に
努
力
し
て

い
く
こ
と
を
約

東
し
合

っ
た
。

そ
し
て
、
今
度
は
、
と
り
あ
え
ず
、

家
の
中
や
ま
わ
り
の
整
理
清
掃
す
る
場

所
の
分
担
に
つ
い
て
話
し
合

い
き
め
る

こ
と
を
約
東
し
た
。

不
思
議

に
も
一
番
小
さ
な
三
年
生
の
子

が
一
番
張
切
っ
て

い
る
。
逆
に
私
が
一

番
重
荷
を
背
負
う
結
果

に
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
て
い
る
。
お
互

い
に
相
手
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
考
え
て
話
し
合
っ

て

き
ま
る
こ
と
を

期
待
し
て

い
る
。
ま

た
。
今
晩
話
し
合

っ
た
こ
と
、
あ
し
た

決

め
よ
う
と
予
定
し
て

い
る
こ
と
が
、

毎
日
続
け
ら
れ
な
け
れ

ば
意
味

が
な

い

こ

と
な
ど
を
安
じ
な
が
ら
今
晩
は
床
に

つ
く
こ
と
に
し
た
。

「
俺
は
一
家
の
大
黒
柱
だ
」

と
、
再
確

認
を
し
な
が
ら
、
よ

い
夢
が
見
ら
れ
る

な
と
予
想
し
、
あ
し

た
に
希
望

が
湧

い

て

き
た
。

町
民
覃
章
っ
て
な
あ

に
か
ら
は
じ
ま

っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
は
。
物

の
豊
か
さ
よ
り

も
心
の

ゆ
た

か
さ
を
互

い
に
求
め
て
い
る
こ
の
頃

。
私
た
ち
町

民

に
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し

い
寒
章
が

制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
本
当
に
誇
り

に
思
う
。

世
の
中

が
乱
れ
て
い
る
。
修
身
教
育

が
必
要
だ

。
膏
少
年
の
非
行

に
は
困
っ

た
も
の
だ
。
青
少
年
教
育
が
な
っ
て
い

な
い
、
等
々
と
口
脱
い
て
い
る
こ

の
頃

だ
が
、
こ
の
憲
章
に
向
っ
て
、
そ
れ

ぞ

れ
の
家
庭
が
、
自
分
た
ち
の
努
力
事
項

の
中
に
取
り
入
れ
て
少
し
で
も
実
践
し

て
い
け
ば
…
…
…
と
恩
う
。
私
は
明
日

か
ら
力

ま
ず
頑
彊
る
こ
と
を
自
分

に
強

く
奮
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
妻
も
子

ど

も
た
ち
も
そ
う
で

あ
っ
て
く
れ

る
こ
と

に
期
待
を
も
ち
な
が
ら
。（

匿

名

希

望

）

明
和
五
十
六
年
十
月
か
ら

労
動
保
険
の
保
険
料
申
告
書
な
ど

の
届
出
様
式
が
変
り

ま
す
。

労
働
保
険
の

適
用
徴
収
事
務
を
迅
速

に
行
う
た
め
、
新
し

い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
本
年
十
月
か
・
り
「
労

働
保
険
適
用
徴
収
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て

実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ

ム
が
実
施
さ
れ
ま
す
と

事
業
主
な
ぞ
か
ら
提
出
さ
れ
る
届
出
書

類
を
直
接
Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
光
学
文
字
読
取
装

置

）
に
読
み
と
ら
せ
る
た
め
に
保
険
関

係
成
立
届

。
保
険
科
申
告
書
及
び
納
付

魯
な
ど
の
橡
式
が
全
面
的
に
改
正

に
な

り
「
Ｏ
Ｃ
Ｒ
帳
票
」
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
「
Ｏ
Ｃ
Ｒ

帳
票
」
の
う
ち

、

Ｏ
Ｃ
Ｒ

で
読
み
と
ら
せ
る
部
分
に
、
紀

入
す
る
文
字
は
、
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使

用
し
て
、
本
年
七
月
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
着
用

保
険
ト
ー
タ
ル

ー
シ
ス
テ
ム
」

同
様
に
標
単
字
体
に
な
ら
っ
て
記
入

し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
せ
は

福
鳥
県
商
工

労
僧
都
雇
用
保
険
課
・

福
鳥
労
働
基
準
局
労
災
補
償
譚
・

又
は
最
寄
の

公

共
職
業
安
定
所
・

労
働
基
準
監
督
薯
へ
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町
内
の
あ
き
か
ん

ゴ
ミ
を
な
く
そ
う

青
年
学
級
町
内
清
掃

去
る
十
月
四

日
、
私
達
斉
乍
乍
級
生

は
奉
仕
作
業
を
行
な

い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
日
曜
日
で
も
あ
り
、
川
嘔

が
あ
る
人
も
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
朝

五
時
ｔ

か
ら
行

な
う

と
い
う
事
で
、
参

加
人
数
も
学
級
生
の
一
二
分
の
二

が
あ
り
、

町
内
の
主
な
道
路
を
、
藤
川
小
、
藤
川

駅

き
の
二
班
に
分
け
て
、
道
路
わ
き
な

ど
の

ゴ
ミ
拾

い
を
行
な
い
．
Ｉ
ト
袋
位

の

ゴ
ミ
を
拾

い
ま
し
た
。
今
ま
で
飢

に

し
な

い
で
通
っ
て
い
た
道
路
に
こ
ん
な

に
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
と
は
：
’？

と
思
う
く

ら
い
で
し
た
。
私
ぐ
ら
い
、
少
し
だ

か

ら
と
い
う
心
が
碩
っ
て

い
け
ば
山
の
よ

う
な
ゴ
ミ

に
な
り
ま
す
。
町
民
み
ん
な

で
注
意
し
で
、

き
れ

い
な
町
づ
く
り
を

し
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
十
。

私

た
ち
は
今
年
四

月
か
ら
活
助
し
て

来

ま
し
た

が
。
こ
れ
か
ら
学
級
活
動
を

活
発

に
す

る
と
と
も
に
町

に
密
糖
し
た

活
助
を
行
な

い
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し

ま
す
。｛

青
年
学
級
委
員
長

高
橋
一
博
｝

４
ド
プ
板
の
下
ま
で

▲こんなにたくさん

中
央
婦
人
学
級
だ
よ
り

●
九
月
九
日
（
水

ご
ｔ
前
十
時
よ
り
Ｎ

Ｈ
Ｋ
福
島

放
送
川
放
送
部
次
長
の
関
野

武
氏
を
講

師
に
。『
表
現
の
豊
か
な
女
性

に
な
る
た
め

』
と
閣
し
、
上
手
な
話
し

方
。
聞
き
方

に
つ

い
て
学
習
い
た
し
ま

し
た
。
1

 洫

と
話
し
言
葉
は
違
う

も
の
で
、
話
し
言
葉
は
短
か
け
れ
ば
短

か
い
ほ
ど
良
い
。
言
葉
の

今 
: 三 
1え

る
こ
と
に
対
し
て
の
熱
意
に
よ
っ
て
変

化
し
、
相
手
の
立
場
に
な

っ
て
話
し
、

雑
念
を
捨
て

。
自
分
の
話
し
た
あ
と
の

結
果

は
気

に
し
な

い
こ
と
が
人
切
で
し

ょ
う
。
出
席
者
ニ
ト
九
名
は
熱
心
に
耳

を

傾
向
け
て

い
ま
し
た
。
（

貸
間
コ
ー
ス
）

●
九

―
十
六
凵
（
水

）
午
後
七
時
五
〇

分
よ
り
福
島
市
社
会
枚
育
委
八

の
梅
冷

絹
子
先
生

に
よ
る
「
く
ら
し
の
知
忠

」

に
つ
い
て
の
学
習
、
★
皮
製
品

は
バ
ナ

ナ
の
皮
の
ヌ
ル
ヌ
ル
し
た
方
で
磨

く
、

★
お
茶
か
す
を
乾
燥
さ
せ
、
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
に
入
れ
、
ブ
ー
ツ
や
長
く
つ
に
入

れ
て
お
く
と
奥
い
、
湿
訊
を
も
収

っ
て

心
れ
る
な
ど
、
そ
の
他
実
際
す
ぐ
役
に

立
つ
知
恵
ば
か
り
、
出
席
老
十
匕
名
は

と
て
も
有
意
義
な
話
し
だ

っ
た
と
嫌
っ

て
ゆ
き
ま
し
た
。

｛

夜
川
コ
ー
ス
｝

▲話し方教室

文
化
団
体
紹
介

日
本
舞
踊
　
松
島
会

阿

部

祥

子

松
鳥
流
は
、
規
模
は
余
り
大
き
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
二

日
年
以
と
も
続
い
て

い
る
流
派
で
、
名
取
敖
千
人
と
首
わ
れ

る
大
流
派
と
肩
を
並
べ
て
「
演
劇
大
’日

科
辞
典
」
に
も

紀
載

さ
れ
て
い
る
れ

っ

き
と
し
た
由

緒
あ

る
流
派
で
す
。

東
京
の
家
。兀
で
は
長
唄
、
清
元
な
ど
を

主
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。

そ
の
流
派
の
名
取
で
あ
る
私
こ

と
松

鳥
郢
弘

が
指
導
し
て

い
る
踊
り
の

グ
ル

ー
プ
が
松
鳥
会
な
の
で
す
。
当
地
の
松

鳥
会
は
、
土
地
柄
と
当
世
風
を
取
り
入

れ
て
、
新
し
く
桶
を
は
じ
め
る
方
に
は

光
ず
民
謡
舞
踊
で
体
を
馴
ら
し
て
も
ら

っ
て
か
ら
、
歌
謡
曲

な
り
端
唄
な
り
を

勉
強
し
。
だ
ん
だ
ん

に
は
長
唄
の
ほ
う

ま
で
進
ん
で
項

く
よ
う
な
順
序
で
お
け

い
こ
を
し
て
い
ま
す
。

踊
り
を
習
っ
て
み
て
も

い
い
と
お
思

い
の
方
は
、
勇
気
を
奮
っ
て
足

を
ふ
み

だ
し
て
み
て
は
如
何
で
す
か
。
松

鳥
会

員
は
、
み
ん
な
で
そ
ん
な
方
を
心
待
ち

し
て
い
ま
す
。

お
け

い
こ
は
月
四

回
、
昼

の
部

と
夜

の
部

と
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
電
話

こ
六
ご
Ｊ五
番
阿
部
ま
で
お
問
合

せ
く
だ

さ
い
。 踊

り
の
練
習
風
景

公
民
館
だ
よ
り



卜
月
卜
Ｈ
、
休
育
の
一日
。。
午
前
卜
時
、

町
内
の
婦
人
や
鳥
齢
者

の
人
た
ち
一
こ
百

贄
卜
名
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
吋
抗
の
Ｅ

人
れ
、
綱
引
き
や
、

宝

拾
い
や
り
ん
ご
の
皮

む
き
暁
争
な
ど

什
な

い
ま
し
た
１
．
あ
い
に
く
の
強
風
で

し
た
が
、
日
ご
ろ
の

連
鉤
本
足
も
な
ん

の
そ
の
、
み
ん
な
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め

い
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

▲サノヨイヨイ ▲カアちゃんガンバッテ

▲落さないで

▲若いナー
▲まわれまわれオットット

第
十
一
回
国
見
町
文
化
祭

一
総
合
展
覧
会

十
一
月

Ｔ
一
三
日

体
育
館

一
芸
能
発
衷
会

十
一
月
八
日
襾
　

公
民
館

・
民
橘
ま
つ
り

十
一
月
二
十
二
日
晋
公
民
館

”
剣

道

”

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集

小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の

刀
女
。
練
習
日
は
毎
週
火
曜
月
午
後
七

時
か
ら
九
時
ま
で
町
民
体
育
館

申
込
は
毎
週
の
練
習
日
に
受
付
。

▲ヤ ー〃 トー〃

あ
つ
か
し
俳
句
会

九
月

二
十

六
日

＊
友
病
め
り
淋

し
き
き
わ
み
萩
す
す
き
　
　
　
　
　
　
　

奥
山
　

甲
二

本
路
地
麝
の
糸
瓜
の
堋
よ

獺
祭
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
………
　

。‐
陽

＊
自
萩
力
家
は
佳
人
刀
催
み

ど
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　

野
付
た
か
し

＊
木
叩

は
垣
根
越

し
な
り
呎
少
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
Ⅲ

泰
山

＊
乍
皿

の
枝
乖
桑

煎
る
厄
目
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原

吐
絹

＊
赤
の
ま
ま
茂
み

に
水
阡
澄
み

に
け
り
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
蔦

水

＊
簡
顔
の
仲
川

も
川
え
て
敬
老
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
し
げ
を

＊
し
み
じ
み

と
枕
に
伝

ふ
る
虫
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷

良
一

＊
姑
の
帯
ふ
っ
く
ら
砧
ぶ
敬
老
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
田
　

昭
子

＊
蒭
の
腹
案
山
ｆ

に
酋
せ
て
み
た
り
け
り
　
　
　
　
　
　

鈴
木

幸
子

＊
学
廬
の
乢
し
て
過

ぐ
る
敬
老
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田

和
喜



県
警
寨
會
楽
彫
の
パ
レ
ー
ド

全
国
青
少
年
健
全
育
成
月
間
　

１１

月
１
日
～
1
1月
3
0日

県

警

察
音

楽

隊
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

去
る
九
月
二
十
二
日
、
好
天
の
中
で

県
欝
察
音
楽

隊
の
協
力
を
溽
、
篳
か
に

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。九

月
二
十
一
ｎ
‥
よ
り
三
十
日
ま
で
の

十
日
間
は

、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
助

期
間
中
で
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
に
先
立

ち
。
藤

用
小
学
校
で
全
児
童
の
兄
守

る
中

。
厳

粛
に
開
会
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
、
桑
折
警
察
署
長
、
安
全
協
会

支
部
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
県
一

家

脊
楽
隊
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
あ

と
、
瘴
田
小
学
校
を
出
発
し
、
観
月
台

公
園
ま
で
を
町
長
を
先
順
に
、
交
通
指

導
員
、
交
通
安
令
協
会
各
支
郎
、
毋
の

会
、
婦
人
会

。
老
人

ク
ラ
ブ
ご
フ
イ

オ

ン
ズ
ク
ラ
プ
等
約
百
五
十
名
が
、
チ
ラ

シ
、
ス
テ
ッ
カ
ー
等
を
配
布
し
な
が
ら
、

は
な
ば
な
し
く
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
九
月
下

旬
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
夏
を
思
わ
せ
る
高
温

の
中
で
、
額

に
汗
し
て
パ
レ
ー
ド
す
る
県
蕃
察
貪
楽

隊
等
の
熱
心
な
姿
勢
、
沿

道
住
民
の
声

援

が
一
体
と
な
り
。
盛
会
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会

と
し
て
、
交
通
安
全
に

対
す
る
認
識
を
新

た
に
し
、
町
民
一
丸

と
な
り
。
交

通
事
故
の
絶
滅
を
図
り
た

い
も
の
で
す
。

遺
族
援
護
と

恩
給
業
務
の

巡
同
相
談
会
の

お
知
ら
せ

戦
傷
病
者
戦
没
翕
遺
族
等
援
縵
法
と

恩
給
法

に
も
と
づ
い
た
相
談
会

が
梁
川

町

農
村

環
境
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
す
。

出

席
者
は
相
談
内
容
に
関
係
あ

る
資

料
を

持
っ
て
お
集
り
く
だ
さ
い
。

◆

期
日
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
ト

ー
日

◆

時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

◆

場
所

梁

川
町

農
村
環
境
セ
ン

タ
ー

◆

相
談
内
容

剛
幗
陽

病
者
援
級
関
係
全
般
に
つ

い
て

Ｊ
戦
没
者
遺
族
擇
持
関
係
全
般
に
つ
い
て

ぶ
軍
人
恩
給
関
係
全
般
に
つ
い
て

戸籍の窓口
（９月受 付分 ）

出生おめでとうござい ます

子の名　　保観者　　　 部　蔦
和　江　 佐藤 秋男　 大 町|軻
友　浩　 佐藤　利弘　 碪 十 二
守　　 斎藤　幸利　 山　 根

まり了-　 高橋　 稔　 貝　 Ⅲ
広　美　 大鳩　義博　 斤l　田
正　晃　 寺島　徳夫　 大 町 北
佐友里　 玉木　實摩　 富　 東
雄　亮　 樋口　金雄　 錦　 町
覗　美　 高檎　 孝　 貝　 田
まゆ子　 佐藤　良弘　 貝　 田
葵　加　 若林　清勝　 富　 町
智　咲　 謙田　　智　 源宗山家
裕　子　　玉木　仁産　 耕　 谷
絵 美　 手老　秀司　 内 谷 東
麻　美　 八鳥　武喜　 宮 町 南
美由紀　 遠藤　 廣　 貝　 ｍ

ご 結婚おめでとうござい ます

氏　　　 名　　　部落(前住所)

松 浦 英 夫　　 大 木 戸

本　Ⅲ　富士子　　 鳥　 取

おく やみ申し 上げ ます

氏　　　名　　 年齢　　郎　落

五十嵐　 タ　カ　　92　 鶉　 町

戚 橋 悦 子　31　 第 十 一

中　山　　 彌　72　 大　 坂

斎 藤　と　く　　80　 哨　 三

渡　邊　傳四郎　71　 泉 田 中

朿 城 た っ　78　 大 町 北

佐久問　直 逸　76　 第　 一

人　口　と　世　帯

10月１日現在（前月比）９月中のうごき

男9 人( 十 6 ) 転 入　15Å

女3 人( 十 9 ) 転 出　９人

針12 人( 十 15 ) 出 生　16人

人
　

冂
・

世帯徴2  , 5戸(  十 2 ) 死 亡　７人

編

集

日

記

〇
周
囲
の
山
々
が
色
づ
き
始
め
。
朝
も

や
の
中
の
通
勤
、
通
学
の
日
も
多
く
な

っ
た
。
県
境
山
稜

あ
た
り
で

は
、
ア
ケ

ビ
を
初
め
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、

ガ
マ
ズ
ミ
。

山
ボ
ウ
シ
な
ど
の
実

が
青
空

に
そ
の
色

を
豚
立
た
せ
、
地
上

に
は
セ
ン
ブ
リ
、

リ
ン
ド
ウ
が
、

ま
た
、
渓
流
の
岩
肌
に

は
ダ
イ

モ
ン
ジ
ソ
ウ
の
花
々
が
最
後
の

秋
を
惜
む
よ
う

に
ひ

っ
そ
り
と
咲
い
て

い
る
。
や

が
て
、
庭
々
に
、
愛
嬌
の
あ

る
鳴
き
声
が
響
き
、
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と

し
た
ヒ
ヨ
ド
リ
の
姿
が
見
ら
れ
る
と
秋

も
深

い
。

美
し
く
芒
の
枯
る
る
仔
細
か
な
（
風
生

）

Ｏ
秋

は
ス

ポ
ー
ツ
の
季
節
。
い
や
、
ま

ず
は
食

欲
と
い
う
人
も
よ
い
。
た
だ
し
、

熊
の
よ
う

に
冬
眠
で
き
な

い
こ
と
を
お

忘
れ
な
く
。
特

に
、
ご
婦
人
方
は
要

注

意
と
は
い
ら
ぬ
お
せ
っ
か

い
か
。

Ｏ
秋
晴
れ
の

一
日
、
県
北
中
学
校
で
は

全
校
挙
げ
て
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
を
行
っ

た
。
兄

上
げ
る
ほ

ど
の
生
徙
た
ち
、
そ

に苟
体
格
に
伴
う
結
果

が
で

る
か
。
男
子

一
冫

’羃
一
乙
垣
間
見

た
と
こ
ろ
で
は
、
十

回
を
越
え
る
も
の
は
少

く
、
一
、
二
回

で
ギ
ブ
ア
ッ
プ
す
る
子
も

い
て
。

い
さ

さ
か
非
力
か
と
感
じ
て

心
も
と
な

い
。

う
が
ち
過
ぎ
に
終
れ
ぱ
い
う
こ
と
は
な

い
。と

も
あ
れ
、
天

高
い
こ
の
季
節
、
老

い
も
若
き
も
せ
っ
せ
と
食

べ
。
そ
れ
な

り
に
運
動
し
よ

う
で

は
な

い
か
。

Ｔ

発

行
・

編
集

国
Ｕ
‘町

企
画

課

福

島
県

伊
遣

郎

』

艶
町

大

事

藤
田

字

一

丁

田

二

２

ノ

ー

・

九

六
九
－

．
七

Ｓ

藤
田

（
○

二

四

五

八

五

）
一
二

二

｛

代

｝
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